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災害時の医療チーム・専門チーム・外部支援者等 
*URL は全て平成 28 年 12 月 15 日アクセス 

 

分類 名称 活動内容・特徴 資料・URL*

医療
看護

DMAT
災害派遣
医療チーム

DMAT(Disaster Medical Assistance Team)

・DMATは災害発生直後の急性期（概ね48時間以内）に活動が開始できる機動

性を持った、専門的な研修・訓練を受けた医療チームである。

・DMAT１隊の構成は、医師１名、看護師２名、業務調整員１名の４名を基本と

する。

・DMATは、本部活動、広域医療搬送、病院支援、地域医療搬送、現場活動等

を主な活動とする。

・DMATの派遣は、被災地域の都道府県の派遣要請に基づく（但し緊急の場合

は、厚生労働省は都道府県等にDMAT派遣を要請できる）。

日本DMAT活動要領

（平成28年3月改正）

医療
看護

JMAT
日本医師会
災害医療チーム

JMAT（Japan Medical Association Team）

・JMATは、被災者の生命及び健康を守り、被災地の公衆衛生を回復し、地域

医療の再生を支援することを目的とする災害医療チームである。

・JMATは、災害発生時、被災地の都道府県医師会の要請に基づく日本医師

会からの依頼により、全国の都道府県医師会が都市区医師会や医療機関な

どを単位として編成する。

・医師、看護師等により編成され、主に災害急性期以降における避難所・救護

所等での医療や健康管理、被災地の病院・診療所への支援を行う。

日本医師会ホームページ

「JMAT要綱」

http://www.med.or.jp/doctor/re

port/002049.html

医療
看護

日本赤十字社
救護班

・全国の病院、施設に約500班の救護班（医師、看護師等）があり、47都道府県

を6ブロックに分けて活動する（東京都は2ブロック：茨城県，栃木県，群馬県，

埼玉県，千葉県，神奈川県，東京都，山梨県，新潟県）。

・救護所の設置、被災現場や避難所での診療、こころのケア活動などを行う。

・被災地入りした救護班の救護活動は、被災地支部長（47都道府県支部）の指

揮命令下で実施される（DMAT活動を行う場合はDMAT現地活動本部の調整

下に入る）。

日本赤十字社ホームページ

www.jrc.or.jp/

医療
看護

DPAT
災害派遣精神
医療チーム

DPAT（Disaster Psychiatric Assistance Team）

・都道府県・政令指定都市によって組織される、専門的な研修・訓練を受けた

災害派遣精神医療チームである。

・精神科医師、看護師、業務調整員等で編成される。

・災害拠点病院、精神科の基幹病院等に設置されるDPAT活動拠点本部に参

集し、その調整下で①地域精神科医療機関の機能補完、②一般住民への対

応、③支援者の支援等を行う。

・被災地域の都道府県等からの派遣要請に基づき派遣される。

・DPATの活動に関する情報共有、活動記録、集計等はDMHISS（災害精神保

健医療情報支援システム）を用いて行う。

国立精神・神経医療研究セン

ター

「DPAT活動マニュアル　ver.1.1

（平成27年1月）」

http://saigai-

kokoro.ncnp.go.jp/pdf/dpat_003

_131227_2.pdf

「DPAT活動要領について」（平

成26年1月7日　障精発0107第1

号）

医療
看護

AMAT
全日本病院協会
災害時医療支援
活動班

AMAT（All Japan Hospital Association Medical Assistance Team）

・全日本病院協会が派遣を要請する医療チームである。

・医師、看護師等で編成され、１隊あたり48～72時間以内の活動を基本とす

る。

・原則、被災地の幹事指定病院に参集し、病院支援及び被災現場、医療救護

所、避難所等における業務を主な業務とする。

公益社団法人全日本病院協会

AMAT活動要領

（平成28年8月改正）

http://www.ajha.or.jp/hms/ama

t/pdf/160902a.pdf

医療
看護

JHAT
日本災害時
透析医療協働
支援チーム

JHAT（Japan Hemodialysis Assistance Team in disaster）

・複数の透析医療関連団体（日本血液浄化技術学会、日本臨床工学技士会、

日本腎不全看護学会、日本透析医会）で構成される。

・チームは所定の講習を受けた看護師及び臨床工学技士により構成され、

JHAT本部が派遣調整を行う。

・情報収集、被災地の医療機関の透析業務支援、物資の仕分け及び配送の

コーディネートを行う。

日本災害時透析医療協働支援

チーム活動要綱

（平成28年10月改訂）

http://www.jyouka.com/jhat/J

HAT_katsudouyoukou.pdf
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災害時の医療チーム・専門チーム・外部支援者等 
*URL は全て平成 28 年 12 月 15 日アクセス 

 

分類 名称 活動内容・特徴 資料・URL*

看護
日本看護協会
災害支援ナース

・看護職能団体の一員として、被災した看護職の心身の負担を軽減し

支えるよう努めるとともに、被災者が健康レベルを維持できるように、

被災地で適切な医療・看護を提供する役割を担う看護職であり、都道

府県看護協会に登録されている。

・発災後3日以降から1か月を目安に活動し、派遣期間は移動時間を

含めた3泊4日とされている。

・災害の規模に応じて、レベル1・2・3（1：被災県の看護協会のみで対

応可能、2：近隣都道府県看護協会がナース派遣、3：全国の都道府

県看護協会がナース派遣）に対応区分を分け、都道府県看護協会が

派遣調整を行う。

公益法人日本看護協会

「災害支援ナース派遣要領」

https://www.nurse.or.jp/nurs

ing/practice/saigai/pdf/hak

enyoryo.pdf

栄養 JDA-DAT

JDA-DAT（The Japan Dietetic Association-Disaster Assistance

Team：日本栄養士会災害支援チーム）

日本国内外で大規模な自然災害が発生した場合に、迅速に被災地内

の医療・福祉・行政栄養部門等と協力して緊急栄養補給物資等の支

援を行う。

【出動基準】

以下の出動基準を元に、自ら又は日本栄養士会、国・自治体等から
の要請を受けて出動する。

①複数の大規模避難所が設置されると見込まれる場合、②被災者の

栄養管理が必要と判断され、出動することが効果的であると認められ

る場合、③国あるいは都道府県、都道府県栄養士会などから出動要

請があった場合

【活動内容】

①情報収集：被災地の医療・福祉・行政栄養部門と連携し、情報の収

集・伝達・共有化を行う。

②緊急栄養補給物資の支援：必要物資の内容・量を把握し、物資の

手配・分配の指揮を行う。 特殊な栄養食品などについては、日本栄

養士会に支援要請ができる場合もある。

③栄養補給：被災施設・避難所などで責任者の許可のもと、個人に対

して直接栄養補給の支援を行う。

④ 対応の困難な被災者への支援：医療機関への連絡などの対応を
行う。

日本栄養士会ホームページ

「災害支援」
http://www.dietitian.or.jp/ab

out/concept/jdadat/

リハ
ビリ

JRAT
大規模災害
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
支援関連
団体協議会

JRAT（Japan Rehabilitation Assistance Team）
・日本リハビリテーション医学会をはじめ13団体（平成28年8月現在）

から成る、リハビリテーションの立場から支援を行うチーム

・ＤＭＡＴ等の医療チーム、行政と協力し、①被災高齢者や障害者に

対するﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝや福祉用具の助言・指導、②不活発予防のため

の運動指導、③仮設住宅のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰについての助言・指導、④その

他リハビリテーションに関する支援を行う。

ＪＲＡＴパンフレット
「熊本地震を踏まえた応急対

策・生活支援策検討ﾜｰｷﾝｸﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ」　（第2回）参考資料

http://www.bousai.go.jp/upd

ates/h280414jishin/h28kum

amoto/okyuseikatu_wg.html

公衆
衛生

DHEAT
災害時健康
危機管理
支援チーム

DHEAT（Disaster Health Emergency Assistance Team）（平成28年

時点も検討中）

・予め研修を受けた都道府県等の公衆衛生医師・保健師・業務調整

員・その他の専門職により構成される。
・災害発生時に被災都道府県等に派遣され、被災自治体の災害時の

指揮調整機能を補佐する。

平成28年度災害時健康危機

管理支援チーム養成研修

（基礎編）資料（平成28年8月
4日）
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